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解説ページの見方 
 

「Ⅱ 設計編 建築物」については、下記のような構成となっております。 

整備項目として、「基本的な考え方」、「バリアフリー整備基準」、「バリアフリー整備基準の解説」、「参考図」の

4項目で構成されています。 
 

【整備マニュアルの構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
   

■基本的な考え方 各整備項目について、整備に対する配慮

すべき基本的な考え方を示します。 

■バリアフリー整備基準 

バリアフリー法、施行令、条例に定められた基

準で、整備が義務付けられている基準です。 

チェックリストを基に、一般基準(白色)と移動

等円滑化経路（青色）に係る整備基準及び関

連条項と対象規模を整理しています。 

■参考図 具体的な整備事例の図解の一例を示します。 

■小口面インデックス 

目次を見なくても探す項目にすばやくたどりつけるように、 

テーマごとに高さを変えています。 

■関連条項、関連条文等 

表内の関連条項、参照条文は下記の通り、示します。 

また、参考とすべき図の番号を示します。 

■解説 

項目ごとに遵守する整備基準の解説と

望ましい整備基準を整理しています。 

 
■項目 

チェックリストで求められている整備を項目別

に詳細を整理しています。 

【凡例】 

● バリアフリー整備基準 

◇ 望ましい基準 

無印 
標準的な寸法や配慮の一例で参考となる

内容 

 

【凡例】  

□表内の関連条項、参照条文は下記の通り、示します。 

■バリアフリー整備基準 国告示→「国告」 施行令→「令」  

県告示→「県告」 県条例→「条」  

県条例別表→「別表」 

■バリアフリー整備基準

の解説 

国告示→「国告」 施行令→「令」  

県告示→「県告」 県条例→「条」  

県条例別表→「別表」 

建築設計標準→「標」  

誘導基準→「誘」  

日本産業規格→「JIS」 
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●車椅子を使用した場合の基本的な寸法について、次のとおりに整理します。 
 

通路の寸法 内容 

80㎝ 車椅子で通過できる寸法 

90㎝ 車椅子で通過しやすい寸法 

通路を車椅子で通行できる寸法 

120㎝ 道路を車椅子で通行しやすい寸法 

車椅子使用者と歩行者が横向きになればすれ違うことができる寸法 

杖使用者が円滑に通行できる寸法 

140㎝ 車椅子使用者が転回（180度方向転換）できる寸法 

杖使用者が円滑に昇降できる階段幅の寸法 

150㎝ 車椅子使用者が回転できる寸法 

歩行者と車椅子使用者がすれ違うことができる寸法 

180㎝ 車椅子使用者が回転しやすい寸法 

車椅子使用者同士がすれ違うことができる寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本的な動作寸法（再掲） 

車椅子使用者が転回 

（180°方向転換） 

できる寸法 

車椅子使用者が 

回転できる寸法 

車椅子使用者同士が 

すれ違える寸法 
 
車椅子使用者と杖使用者が 

すれ違える寸法 

人と車椅子使用者が 

すれ違える寸法 

 

車椅子車椅子使用者が 

通行しやすい寸法 
 
人が横向きになれば、 

車椅子使用者と 

すれ違える寸法 

車椅子使用者が 

通行できる寸法 

 


